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１．研究計画の概要 
 本研究課題では，志村多様体を核として，
研究代表者を中心に世界的に活発な研究を
行っている外国人研究者を含む若手研究者
のグループによる総合的研究を行い，数論幾
何学の諸理論やガロア表現，保型表現などに
対する新しい知見を得ることを目的とする．
個々の分野の個々の問題に取り組むことも
もちろん大切であるが，それ以上に，旧来の
発想にとらわれない若手研究者を中心とし
て，既成の分野の枠にとらわれない活発な研
究活動を行い，今までに無い新しい着眼点で
新しい理論を構築し，新しい応用を得ること
を目指すことが重要である． 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究課題の研究代表者は，平成 20 年度
~平成 22年度にかけて，志村多様体の研究，
特に正標数のアーベル曲面の幾何学を用い
た 3次元ジーゲル多様体のエタールコホモロ
ジーの研究や，4 次シンプレクティック群
GSp(4)のラポポート・ジンク空間のエタール
コホモロジーに現れる超尖点表現の研究に
おいて成果を上げることができた．これらの
研究は現在も順調に進展中であり，新しい成
果も得られつつある． 
これと平行して，さらに研究を進めるため

に，2008年 11月に京都大学において国際研
究集会「Workshop on Shimura Varieties, 
Automorphic Representations and Related 
Topics」を（加藤和也氏（京都大学）と共同），
2009 年 2 月に愛媛大学において国際研究集
会「愛媛整数論集会」を（谷口隆氏（神戸大
学），平野幹氏（愛媛大学）と共同），2009
年 4月に京都大学において「岩澤理論ミニ勉
強会」を，2009 年 7 月に宮城県気仙沼市大

島 に お い て 国 際 研 究 集 会 「 p-adic 
Automorphic Forms and Arithmetic 
Geometry」を（千田雅隆氏（京都大学）と
共同），2009 年 11 月に石川県金沢市におい
て国際研究集会「金沢数論幾何集会」を，2010
年 4月に京都大学において「岩澤理論ミニ勉
強会」を，2010 年 7 月に京都大学において
ミニ研究集会「数論幾何とその周辺」を（玉
川安騎男氏（京大数理研）と共同），2010年
7 月に岡山県倉敷市において「GL(n)の保型
表現論 夏の学校」を，2010年 10月に京都
府美山町において国際研究集会「L 関数の特
殊値と数論幾何」を（千田雅隆氏と共同）を
主催した．これらの研究集会には，志村多様
体・ガロア表現・保型表現の分野において世
界的に活発な研究を行っている国内外の若
手研究者を多数招聘した．これにより，若手
研究者同士の学術的交流を推進し，研究を進
展させることができた． 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
当初の目標に向けて，研究代表者による志

村多様体の研究は順調に進んでいる．また，
研究代表者は，国内外の優秀な若手研究者を
中心とした研究集会を数多く主催しており，
大きな成果を上げている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
  これまでの研究に引き続き，志村多様体の
数論幾何学およびそれに関連した幾何学，ガ
ロア表現，保型表現の研究を行い，研究をさ
らに進展させる予定である．また，特に優秀
な若手研究者（外国人研究者を含む）を中心
とした研究集会・勉強会を主催し，参加者同
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士の学術的交流を推進するとともに，関連す
る他分野の研究者とも積極的な情報交換・議
論を行うことで，既成の分野の枠にとらわれ
ない総合的研究をさらに推進する予定であ
る． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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